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１．対策委員会を設置した背景

２．データ（統計・地域診断）からみた課題の抽出

３．課題を踏まえた取り組みの検討

４．具体的な取り組み

５．これからの対策と展望
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自殺
39.6%

不慮の窒息
15.4%

交通事故
10.2%

その他の不慮の事故
10.0%

その他の外因
7.3%

転倒・転落
6.6%

不慮の溺死及び溺水
6.6%

煙、火及び火災への曝露
2.7%

有害物質による不慮の中

毒及び有害物質への曝露
1.1%

他殺
0.4%

郡山市の２００９～２０１４年までの外的要因の死因割合(n=1,130)

２００９年～２０１４年 人口動態統計（死因帳票）」より郡山市が作成

図１

自殺がおよそ
４割を占める！

自殺予防対策委員会設置の背景 １
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郡山市の外的要因による年齢層別死因順位

年齢層 １位 ２位 ３位

０－９歳 窒息 ３人
交通事故・溺死・

溺水
２人

転倒・転落・煙・火・火
災

１人

１０－１９歳 自殺 ８人 交通事故 ３人
転倒・転落・煙・火・中

毒
１人

２０－２９歳 自殺 ６４人 交通事故 ７人 溺死・溺水・窒息 ２人

３０－３９歳 自殺 ６２人 交通事故 ８人
転倒・転落・煙・火・中

毒
２人

４０－４９歳 自殺 ７２人 交通事故 １３人 窒息 ５人

５０－５９歳 自殺 ９５人 交通事故 １６人 溺死・溺水 ９人

６０－６９歳 自殺 ６８人 交通事故 １７人 窒息 １６人

７０－７９歳 自殺 ４３人 窒息 ３３人 交通事故 ２９人

８０－８９歳 窒息 ７１人 自殺 ３１人 溺死・溺水 ３０人

９０歳以上 窒息 ３７人 転倒・転落 １８人 溺死・溺水 ６人

全体 自殺 ４４７人 窒息 １７４人 交通事故 １１５人

１０代～７０代において自殺が１位！！

交通事故による死者のおよそ３．９倍

図２

２００９年～２０１４年 人口動態統計（死因帳票）」より郡山市が作成

自殺予防対策委員会設置の背景 ２
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現在の自殺予防対策委員会の構成

７分野1１名

●ふくしま心のケアセンター
●福島県臨床心理士会
●郡山市社会福祉協議会

●福島県理容生活衛生同業組合

●NPO法人ビーンズふくしま
福島県中・県南地域若者

サポートステーション
●福島いのちの電話郡山支部

●郡山医師会

●郡山警察署

●郡山労働基準監督署
●市・生活支援課

●日本大学工学部
（学生）

教育・
学生
１名

医療
１名

民間団体
１名

行政機関
２名

警察
１名

民間相談
機関

２名

精神保健
福祉団体
３名

図３
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自殺予防対策委員会の活動経過

データ
の共有

市の
自殺
対策

委員会と
の連携
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さらなる自殺予防対策の推進

ゲートキーパー養成研修

新規リーフレット自殺予防パネル展

自殺予防街頭キャンペーン



データ（統計）から見た課題の抽出①

7
出典：人口動態統計(厚生労働省：2010年～2019年)より郡山市が作成

・郡山市の自殺者数の過去10年間の推移

・自殺者数は年々減少傾向であり、2019年は、過去10年間で最も少ない。
男性の自殺者数は、女性の2.4倍であった。

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

男 61 49 44 44 52 45 33 36 46 34

女 11 23 26 16 19 19 16 22 13 14

総数 72 72 70 60 71 64 49 58 59 48
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10

57 66
83 89

65
42 322

21
19
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26
27

0
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40
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100

120

140

未成年者 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80歳以上

年代別自殺者数（2010～2019）累計

男 女

データ（統計）から見た課題の抽出③

• 自殺が多いのは「40代から50代の男性」
出典：人口動態統計(厚生労働省：2010年～2019年)より郡山市が作成

図５

（人）



9

郡山市・福島県・全国の過去10年間の自殺死亡率の推移

2019年の郡山市の自殺死亡率（人口10万人当たりの自殺者数）は、過去
10年間で最も低い。

データ（統計）から見た課題の抽出②

出典：人口動態統計(厚生労働省：2010年～2019年)より郡山市が作成

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

郡山市 21.3 21.7 21.3 18.3 21.6 19.1 14.6 17.3 17.7 14.5

福島県 25.2 25.3 21.9 21.7 21.8 21.6 18.4 20.2 19.7 18.2

全国 23.4 22.9 21.0 20.7 19.5 18.5 16.8 16.4 16.1 15.7

21.3 21.7 21.3
18.3 21.6

19.1
14.6

17.3 17.7 14.5

0

5

10

15

20

25

30
自殺死亡率

（人口10万対）

郡山市 福島県 全国

認証
取得

図６
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年齢層

中毒 １人

溺死・溺水 １人

20-29歳 自殺 28人 交通事故 ７人 転倒・転落 ２人

溺死・溺水 １人

窒息 １人

火災 １人

窒息 ２人
転倒・転落 ２人
溺死・溺水 ２人

中毒 ２人

50-59歳 自殺 49人 交通事故 10人 窒息 ６人

転倒・転落 11人
溺死・溺水 11人

窒息 11人

70-79歳 自殺 33人 窒息 22人 転倒・転落 19人

80-89歳 窒息 54人 転倒・転落 46人 自殺 25人

90歳以上 窒息 32人 転倒・転落 20人 溺死・溺水 ８人

全年齢 自殺 278人 窒息 139人 転倒・転落 102人

1位 2位 3位

30-39歳 自殺 42人 交通事故 ４人

10-19歳 自殺 ６人 交通事故 ４人

60-69歳 自殺 39人 交通事故 13人

40-49歳 自殺 52人 交通事故 10人

データ（統計）から見た課題の抽出④

出典：人口動態統計(厚生労働省：2015年～2019年)より郡山市が作成

郡山市の外的要因による年齢層別死因順（2015～2019）累計

若い世代で自殺
者数が減らない

広い年代層で自
殺は疾病以外の
死因の第１位

自殺で亡くなる方は交通事故（69人）の約4倍

60歳以上の高齢
者の自殺者数も
多い状況

図7



データ（統計）から見た課題の抽出⑤

11出典：人口動態統計(厚生労働省：2010年～2019年)より郡山市が作成

・20歳未満の自殺率は郡山市でも緩やかに増加傾向にある。

図8
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0.0%
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4.0%
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自殺者数における未成年者（20歳未満）の自殺率の推移

郡山市 福島県 全国



データ（地域診断）から見た課題の抽出①

422 

107 

702 

374 

154 

47 

13 

964 

196 

0 200 400 600 800 1,000

郡山市保健所地域保健課

福島県精神保健福祉センター

福島いのちの電話

こころの健康相談（電話相談）

よりそいホットライン

東京自殺予防センター

その他

知っている相談窓口はない

無回答

自殺予防の相談窓口の認知状況

回答対象者数 2,284人

出典：2020年度 第4回郡山市セーフコミュニティ地域診断より
12

①

②

③

• 自殺予防の相談窓口は、知られていない。

図9

42.2％

30.7％

18.5％



データ（地域診断）から見た課題の抽出②

出典：2020年度 第4回郡山市セーフコミュニティ地域診断より 13

284 

670 

96 

54 

22 

134 

352 

258 

112 

72 

64 

16 

0 200 400 600 800

チラシ、パンフレット

テレビ

郡山市ウェブサイト

福島県ウェブサイト

国のウェブサイト

インターネット上の情報

広報こおりやま

新聞

ラジオ

講習会、セミナー、学校等

その他

無回答

自殺予防の相談窓口の情報源

①

②

③

• 窓口を知るきっかけは、テレビが半数以上である。

回答対象者数 2,284人

図10

59.6％

25.2％

31.3％



データ（地域診断）から見た課題の抽出③

• 「まったく知らない（言葉も聞いたことがない）」が73.7％で、過半
数を超えている。2年間の経年変化を見ても大きな変化が見られない。

ゲートキーパーの認知状況

回答対象者数 2,284人

2020年度 第4回郡山市セーフコミュニティ地域診断より 14

19 人

29人

80 人

88人

348 人

346人

1,427 人

1,684人

180 人

137人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2018

2020

よく知っている（内容をよく知っている） 知っている（内容を少し知っている）

あまり知らない（言葉は聞いたことがあるが、内容は知らない） まったく知らない（言葉も聞いたことがない）

無回答

■ まったく知らない

回答対象者数 2,054人

図11

■ あまり知らない



データ（地域診断）からみた課題の抽出④

• 「知らない」が83.5%で、ほとんどの方が知らないと回答した。

知っている, 

283人, 
12.4%

知らない, 

1,907人, 
83.5%

無回答, 94人, 
4.1%

自殺の現状と認知状況

回答対象者数 2,284人

2020年度 第4回郡山市セーフコミュニティ地域診断より 15

図12

Q．郡山市では、病気以外の

要因で死因の第１位が自殺で
あることを知っていますか？



データを踏まえた活動指標・成果指標の検討

• 活動指標・成果指標を取り組みやすく、分かりやすいシンプルな
ものに変更。

１
働き盛りの男性の自殺が多い
若者の自殺が減らない

２
健康や経済問題が原因の自殺が多い

３
相談窓口が知られていない
相談することが難しい、できない

１
働き盛りの男性の自殺が多い

２
若者の自殺が減らない

３
相談窓口が知られていない

変更前 変更後

16

重点課題の変更

図13



課題を踏まえた活動指標・成果指標の検討

３
相談窓口が知られてい
ない

街頭キャンペーン等の実
施回数

街頭キャンペーン等
への協力者数

地域診断で何らかの
相談窓口を知ってい
ると回答した人の割
合

自殺による死亡者数
（人口動態統計）パネル展の開催回数

パネル展等のアン
ケート回答者数

広報こおりやま、市ホー
ムページ等の広報媒体
への掲載回数

パネル展等のアン
ケートで相談窓口を
知っていると回答した
人の割合

郡山地方広域消防組
合の自損行為での救
急搬送者数（国表）

相談窓口の周知リーフ
レット等の配布箇所数
（累計）及び配布枚数（年
度ごと）

17

重点課題 活動指標 短期成果指標 中期成果指標 長期成果指標

３
相談窓口が知られてい
ない
相談することが難しい、

できない

相談窓口周知カードの配
布箇所数

相談窓口周知カード
の配布箇所数

短期成果指標に同じ
自殺による死亡者数
（人口動態統計）相談窓口周知チラシの

街頭配布回数
相談窓口周知チラシ
の街頭配布回数

変
更
前

変
更
後

図14

一部抜粋



課題・解決方法・具体的な取り組みの整理

働き盛りの男性の
自殺が多い

若者の自殺が
減らない

相談窓口が
知られていない

〇勤労者の男性の
変化に気づける人
を増やす

〇若年層への
メンタルヘルスと
自殺予防の啓発

〇自殺の現状と相談
窓口の更なる周知

≪①自殺への
気づきの促進≫

≪②若者への
積極的な啓発≫

≪③周知啓発の工夫≫

・ゲートキーパー養成
研修
・自殺予防講演会

・若年者向けゲートキー
パー養成研修

・若年層の支援者向け
自殺予防講演会

・成人の集い、市内大
学・専門学校入学者へ
のリーフレットの配布

・街頭キャンペーン
・自殺予防パネル展
・市民モニターでの放映

・デジタルサイネージの
利用
・新リーフレットの作成

・広報こおりやまでの特
集記事掲載 18

解決
すべき課題

解決のため
に必要な
こと

取
り

組
み

図15



ゲートキーパー養成研修 開催
回数

自殺予防講演会 開催
回数

2016 傾聴の仕方など基礎的な研修
を開催

7回 ー

2017 新たにフォローアップ研修を開
催

6回 LGBTや発達障害の理解、
医療機関との連携 など

5回

2018 新たに小中学校の養護教諭向
けに開催

6回 未遂者支援、
うつ病、ストレスケア対策 など

4回

2019 新たに高校生向けゲートキー
パー養成研修を開催

5回 依存症と自殺支援、
子供のSOSの出し方研修 など

4回

2020 高校、専門学校、大学の学生
向けにゲートキーパー養成研
修を開催

5回 コロナ禍での自殺対策、

若年者の自殺対策（支援者向け
に開催）

2回

取組① 気づきの促進～周囲の人が気づき、支援するために～

19

図16

• ゲートキーパー養成研修及び自殺予防講演会の開催実績



• 2016年からの計5年間で累計1650人がゲートキーパー養成研修を受講している

• ゲートキーパー養成研修の受講者は増加している
20
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（人）

図17取組① 気づきの促進～周囲の人が気づき、支援するために～
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726人

1073人
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市職員ゲートキーパー養成研修のアンケート結果の経年変化

21

図18取組① 気づきの促進～周囲の人が気づき、支援するために～
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90%

100%

2015 2016 2017 2018 2019 2020

受講前の「ゲートキーパー」の理解や意識

その他・無回答

今まで聞いたことがな

かった

聞いたことはあった

が、意味や役割は知ら

ない
聞いたことがあり、意

味や役割も知っていた 0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

2015 2016 2017 2018 2019 2020

受講後の「ゲートキーパー」の理解や意識

その他・無回答

まったく理解できなかった

意味や役割が理解できないと

ころがあった

意味や役割は理解したが、実

践は難しい

意味や役割は理解したが、実

践できるかどうかは不明

意味や役割を理解し、少しは

実践できる

意味や役割を理解し、実践で

きる

実践できるとの
回答が年々増加

ゲートキーパーを聞い
たことがある

2015年 2020年
62％ → ９５％

ゲートキーパーの意
味や役割も知っている

2015年 2020年
42％ → ７９％

意味や役割を理解し
実践できる

2015年 2020年
6％ → ２３％

意味や役割を理解し
少しでも実践できる

2015年 2020年
64％ → ８３％

ゲートキー
パーを知っ
ている人が
年々増加

（ｎ＝62） （ｎ＝65） （ｎ＝70） （ｎ＝65）（ｎ＝54） （ｎ＝25） （ｎ＝62）（ｎ＝65）（ｎ＝70）（ｎ＝65）（ｎ＝54）（ｎ＝25）



市民向けゲートキーパー養成研修アンケート変化

22

図19
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取組① 気づきの促進～周囲の人が気づき、支援するために～
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その他・無回答

まったく理解できなかった

意味や役割が理解できないと

ころがあった

意味や役割は理解したが、実

践は難しい

意味や役割は理解したが、実

践できるかどうかは不明

意味や役割を理解し、少しは

実践できる

意味や役割を理解し、実践で

きる

半数以上で維持

ゲートキーパーを聞い
たことがある

2015年 2020年
18％ → ６３％

ゲートキーパーの意
味や役割も知っている

2015年 2020年
10％ → ４２％

意味や役割を理解し
実践できる

2015年 2018年
12％ → １７％

意味や役割を理解し
少しでも実践できる

2015年 2018年
55％ → ７０％

増減あるもの
の増加傾向

（ｎ＝50） （ｎ＝40） （ｎ＝37） （ｎ＝37）（ｎ＝54） （ｎ＝95） （ｎ＝50） （ｎ＝40） （ｎ＝37） （ｎ＝37）



若年層向けゲートキーパー養成研修

若年者への積極的アプローチとして、市内
の高校、専門学校、大学合計44校に開催案
内を送付。学校単位での開催を促した。

23

開催実績

2019年 市内の高校1校で開催

2020年 高校・専門学校・大学各1校の3校で開催

• 若年者への積極的な啓発として企画・開催

取組② 若者への積極的な啓発



2020年若年層向けゲートキーパー養成研修アンケート（直後）の結果から

・受講前はゲートキーパーの認知度は、3割未満であったが、受講後は、ゲート
キーパーの役割を理解し実践できると回答した割合が80％を超える結果となった。 24

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

受講前のゲートキーパーの認識

意味や役割も知っていた 聞いたことがあったが、意味や役割は知らなかった 聞いたことがなかった その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

受講後のゲートキーパーの理解、意識

意味や役割を理解し、実践できると思った 意味や役割を理解し、少し実践できると思った

意味や役割を理解したが、実践できるかはわからない 意味や役割は理解したが、実践は難しい

意味や役割をが理解できないところがあった 無回答

その他

８５％

n=61

n=61

図20取組② 若者への積極的な啓発

ゲートキーパーを聞いたことがある

２３％

意味や役割を理解し実践できる



若年層向けのゲートキーパー養成研修後の意識変化と行動変容に
ついて確認を行うための追跡調査を実施

非常に
変化
した

やや

変化
した

あまり

変化
ない

全く

変化
ない

Q1 研修後、

自殺予防に関
する意識は変
化しましたか。

〇

Q2 研修後、ス

トレス解消への
意識は変化し
ましたか。

〇

25

一部設問例
意識変化項目 行動変化項目

Ｑ受講後にどのような行動がありましたか。
（※あてはまるものすべてに〇をつけてくだ
さい。【複数回答】）

（ ）自殺予防やメンタルヘルスについて

積極的に調べるようになった。

（ ）心配な人に声をかけるようになった。
（ ）話をよく聞き、一緒に考えるように

なった。
など13の行動変化

図21取組② 若者への積極的な啓発

など5つの質問



2020年若年層向けゲートキーパー養成研修（追跡調査）の結果から

•研修後約半年後も継続して意識変化が維持されていた。
26

n=40

図22

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q1.自殺予防

Q2.ストレス解消

Q3.相談意識

Q4.自殺への認識

Q5.リラックス意識

研修後（約半年後）の意識変化

非常に変化した やや変化した あまり変化ない まったく変化ない

取組② 若者への積極的な啓発

９３％

７８％

７３％

８０％

７８％



2020年若年層向けゲートキーパー養成研修（追跡調査）の結果から

• 気晴らし型のコーピングを意識的に行っている傾向がある。

• ゲートキーパーとしての具体的な行動も研修後に実践していることが確認できた。 27

n=172

図23取組② 若者への積極的な啓発
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調べる

心配な人に声をかける

一緒に考える

身近な人の変化に声をかける

運動する

趣味をする

心配事を話す

食生活改善

休む時間をとる

人と話す(電話含)

リラックス健康法を試す

変化なし

その他

研修後（約半年後）の行動変化について(複数回答)



28

「自殺」と大きく出さ
ずに、メンタルヘルス
を強調した展示に工夫

イラストを取り
入れた見やすい
展示物の掲示

ショッピングモー
ルなどの集客の多
い会場での開催

パネル展での簡
単な意識調査の

実施

（１）パネル展示

改善点

取組③ 周知啓発の工夫～理解と関心を高めるために～



（２）街頭活動 自殺予防の街頭キャンペーンの実施～郡山駅前にて～

29

2017年から開始。自殺対策委員会と理容協会と共同して活動している。
2020年からは企業も加わり配布している。

参加協力者の広がり

※R1年は、台風のため開催を中止

取組③ 周知啓発の工夫～理解と関心を高めるために～

（人）
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2020年度 2021.1.25～1/31、 2021年度 2021.9.6～9.12 まで放映。

サイズ・画数 ７０インチ×８面

時間・枠数 30秒×２枠まで（１回あたり）

稼働時間 ５：00～24：00

郡山駅乗降者数 18,071人/１日

（３）デジタルサイネージ（電子看板）の活用

30

放映実績

郡山駅

取組③ 周知啓発の工夫～理解と関心を高めるために～



〇デザインの改善点

•相談内容ごとに相談先を分ける

•相談先のQRコードを添付

他の配布物が多い「成人の集い」の配布か
ら、市内の専門学校・大学（20校）の新入学

生に新リーフレットと自殺対策のリーフレット
（3500部）を配布。

（４）リーフレットの改善

31

配布場所の検討

働く世代への自殺対策として、
市内の企業 8100社 10800枚と
医療機関225か所に配布。

取組③ 周知啓発の工夫～理解と関心を高めるために～



（５）広報誌での特集記事の掲載

• ９月の自殺対策強化月間に
合わせて、ゲートキーパー
を紹介する特集記事を掲載

「広報こおりやま」

・市内の各家庭や施設など
に計120000部発行配布して
いる市の広報誌

32

取組③ 周知啓発の工夫～理解と関心を高めるために～



啓発活動のさらなる展開

33

他部署との連携

他イベントへの
積極的な参加

企業への積極的
な働きかけ

積極的な
マスメディアの

活用

ウェブサイトと
SNSの活用



重点課題①
・働き盛りの男性
の自殺が多い

重点課題②
・若者の自殺が
減らない

重点課題③
・相談窓口が知ら
れていない

相談窓口周知用
リーフレット等の
作成・配布

街頭キャンペーンやパ
ネル展示、デジタルサイ

ネージの活用

市 地域国

ゲートキーパー養成
研修・自殺予防講演会

訪問事業（保健師等）

現在の取組

講演会・講座（心の健康・自殺予防等に関する）

家族教室（アルコール・うつ・
ひきこもり・統合失調症他）

パネル展示・若者へ
の啓発

心の健康等に関する
パンフレットの配布

若年層向けゲートキー
パー養成研修

ストレスチェック
実施の推進

自殺予防週間（９月）・
自殺対策強化月間

（３月）

電話・SNS・メール・来所相談 ◎国・県・市・民間（全国・地域）各機関・団体において
悩み全般・こころ・労働・犯罪・暴力・法律・人権・消費生活・こども・ＤＶ・医療・ひきこもり他

県

自助グループ活動
（アルコール・
ギャンブル・
自死遺族）

自殺対策強化月間
（９月・３月）

各機関から
相談窓口周知用
リーフレット等の
作成・配布

各機関から
相談窓口周知用
リーフレット等の
作成・配布

各自助グループの
活動紹介・相談対
応等のリーフレット
の作成・配布

34

・新型コロナウィルス感
染症の心理的影響を取
り入れた内容での講演

を実施

・ゲートキーパー養成研
修では研修約半年後の
追跡アンケートを実施



これまでの成果

〇対策委員会の担った役割

・市の自殺予防対策事業へのアイディア出しと協働

・コミュニティネットワークを活かした普及啓発活動の展開
35

普 及 啓 発 活 動

働き世代への
自殺対策

若年者への
自殺対策

・2019年

若年者ゲートキー
パー養成研修の開催
・2021年

対策委員会に学生が
加入

・2020年

デジタル媒体を使った
広報活動の展開

・2017年
自殺予防講演会の開催
・2021年
2012年から開始した

ゲートキーパ養成研修
の累計参加者が2863人
になる

・2021年

パネル展の
協働設置

・2018年

民間団体と共同での街頭
キャンペーンの開催

図25



気づきと変化～委員の声より～

データでは表せない、委員の感じていることを共有し今後の取り組みを検討した。 36

・若者の自殺対策として、中学生
に自殺やうつ病の啓発を行い、
周りが気付いてあげられるように
することが必要ではないか

・学校以外で相談できる場と
居場所を作ることが必要で

はないか

・家庭内でメンタルヘルス
について話せるのが理想

ではないか

・家族と暮らしながら孤独を
感じている方、同居してい
るから逆に傷つく人もいる

・男性が気軽に相談できる場がない

・相談に繋がるまでのハードル
が高い、そこを低くするような
普及啓発が必要ではないか

・企業には健康経営が利益
になることを経営者にアプ
ローチすることもよいと思う

・家庭でも職場でもない話せる
場が必要ではないか



今後の対策～課題解決のために～

• 具体的行動を積み重ね、直ぐに出来る対策と長期的に行う対策を分類して展開していく
37

働き盛りの男性
の自殺が多い

若者の自殺が
減らない

相談窓口が知
られていない

重点課題
・勤労者にアクセスでき
るネットワークが無い

・協力する学校が
増加しない

・広報媒体が多様化
している

・企業間の既存のネット
ワークを活用した展開

・SNSの普及による相
談方法の多様化

・若者を加えての
自殺対策の展開

・若年層（小中学校）からの
こころの健康教育の展開

・インターネット等デジタル
技術を活用した広報活動の
展開

・他の事業との積極的な
コラボレーションの展開

問題点
対 策

・啓発活動を単独で
開催している

具体的行動

商工会議所へ
の協力依頼

対策委員会に学生
を加える

教育委員会への
説明と協力依頼

・市の広報課と
の連携

・各種イベント
への積極的な
声かけ

図26



郡山市、全国の性・年代別自殺死亡率(2015～2019年の平均）

今後の展望

38

図27

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上

男性 女性
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今後増加が懸念される
うつ・アルコール問題へ
の対応など・・

コロナ禍での高齢者や若い女
性への自殺予防対策の展開

いのち支える自殺対策推進センター「地域自殺実態プロファイル2020」から）



ご清聴ありがとうございました
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